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大阪－団体・地域代表者会議開催（3/19）

「海賊対処」派兵法案廃案に向け、憲法生かす取り組みと結び学習・宣伝・署名提起

大阪憲法会議・共同センターは、3 月19 日、グリーン会館大ホールにて第24 回団体・地域代表者会議を開催し、21 団体16 地域から51 名が参加しました。足立英郎幹事長の挨拶に続いて、西晃弁護士（大阪憲法会議幹事）を講師に、ソマリア沖への自衛隊海外派兵問題について、ミニ学習を行いました（下記に要約掲載）。
筆保勝事務局長は、海外派兵恒久法の制定をめざす危険な企てをやめさせるためにも、ソマリア沖での自衛隊の軍事活動に反対し、「海賊対処」派兵法案を廃案に追い込もうと訴えました。また、9 条を守ることと、25 条・26 条・27条など、憲法を生かしてくらし、雇用を守る運動を合流させ、憲法闘争の新たな発展をめざそうとよびかけました。
提起をうけて8 名が討論・交流の発言をおこないました。
当面のとりくみ
◆ ソマリア沖への海上自衛隊派兵と「海賊対処」派兵法案反対の学習や宣伝活動、政府・国会要請にとりくもう
◆ 大阪で665（09 年1 月）の「九条の会」が大きく広がるよう、積極的な役割を果たそう
◆ 現在135 万の府民過半数署名を今年中に220 万に到達させよう
そのため、大阪で「ピースチャレンジャー」1 万人組織をめざそう
◆4月9日（木）「9 の日」宣伝・府的宣伝。17時30分～ヨドバシカメラ前にて
＜各団体・地域の交流＞

○カフェで、アートで。楽しみながら9 条をひろげよう ～吹田青年九条の会 大勝地平さん

1 月18 日、カフェをかりきって、アートの展示や詩の朗読、映像など「ピース・アーティクルナイン・カフェ」を開催。去年に続き2 回目です。もっといろんな若者と話したい、という想いから始めたのですが、今年は高校生をはじめ、70 名が参加。これからも、語りあい、楽しみながら9 条を広げていく活動を続けていきます。
○9 条と響きあう世界がひろがっている ～大阪府アジアアフリカラテンアメリカ連帯委員会 澤田有さん
TAC（東南アジア友好協力条約）にはEU 諸国も加盟しているが、オバマ政権も参加したいといってきた。このインドネシア地域で日本が何をしてきたか。かつての日本軍「慰安婦」問題の早期解決こそ、日本がなすべき最大の国際貢献。解決の促進に関する法律案の早期成立とそれを政府に求める大阪市会への請願署名をお願いします。
○学習とピースチャレンジャーを牽引に、署名目標達成！ ～全国一般 澤田共子さん
１組合員10名（2万名）の目標を掲げ、3年間で目標達成、現在22111筆です。「職場９条の会」づくりと学習の強化を柱にし、職場単位でも学習会（32回・1052人）を開催しました。また、勤労者通信大学の憲法特別コースに執行役員を中心に32名がトライ。ピースチャレンジャーにも184 名が挑戦し、半数近くが達成しています。しかしまだ4割の職場が署名を集めていません。へこたれず、逃げずに、共同して憲法署名をすすめていきたいです。
○共同と学習を原動力に、支部目標達成！ ～新婦人泉北ニュータウン支部 蔵内末子さん
署名支部目標達成の原動力になったものは、ひとつは「核はいらない青い羽の会」と共同して平和ネットワークをつくってきたこと。どこにも属していない男性も参加してくれるようになりました。今年7 回目の平和パレードは250 人で歩き、平和とともに派遣切りの問題など、憲法をくらしにいかそうと訴えました。もうひとつは学習シリーズ。16の台（町）で8 つある九条の会でのとりくみです。地域に根ざしたふたつの力をいかして活動をつづけます。
○10 万名の署名目標突破して、早く祝杯を！ ～堺共同センター 鬼頭俊而さん
1 月12 日、共同センター主催で渡辺治さんの講演会「麻生政権と改憲問題」を開催。9 の日宣伝に加え、集会での署名集めをめざしました。過半数40 万はまだまだですが、現在9 万9 千、10 万こえたら祝杯をあげます。そのために各団体は担当者を決め、チャレンジャーの組織化をはかるように提案。新婦人が13 名を組織しました。3 月15日は全区にはいたらなかったものの947軒で訪問署名。金岡では54番目となる九条の会づくりがすすんでいます。
○９条と２５条・２７条・２８条。憲法をいかすことを地域にひろげる ～富田林九条の会 奥宮直樹さん
開店休業状態のときもあった九条の会ですが、昨年の派遣村の状況などがしれるにつれ、もうためらってはおれない、と活動が活性化。2月22日には6つの地域の九条の会で交流会を開催。憲法落語やうたごえも交え、久々に元気が出ました。地域に、若い人の間に、憲法をいかす運動をひろげていきたい。
○市長解職請求に一歩及ばず。５月市長選で市民の市政実現を ～松原共同センター 福嶋光広さん
私立病院の閉鎖問題で市長の解職請求署名のとりくみは、有権者の3分の1以上にわずかに届きませんでした。しかし、3万112名というほぼ3割に近い署名が集まったことは、大変に重い意味をもっている。５月の市長選では市民本位の市政誕生を願っています。
○劇団もってる九条の会！元気に楽しくがモットー ～西区・九条の会 泉田忠義さん
定例の代表者会議、地下鉄九条駅での宣伝、第3木曜日の「うたごえ」など毎月の活動に加え、年間のとりくみとして、平和フェスティバルや平和展、平和ツアーを企画。大阪大空襲64周年慰霊のつどいでは、地域の戦跡めぐりやお寺さんでのお話もききました。今年は劇団「きゅう」を立ち上げ、「歌わせたい男たち」を上演。3日間、地域のミロホール手づくり舞台には250人をこえる人がつめかけ大盛況。このエネルギーをいかして、署名にもとりくみます。
（大阪憲法しんぶん速報版 No.182より）

全労連憲法闘争本部会議開催

5月を憲法闘争強化月間として推進
憲法署名到達-単産139万、地方405万（04年以降）
　全労連は、3月16日に、第21回憲法改悪阻止闘争本部会議を開催しました。大黒議長のあいさつの後に、柴田闘争本部事務局長が報告と提起を行いました。憲法をめぐる情勢では、構造改革がもたらした生活苦の上に、金融危機に端を発した経済危機が襲いかかるもとで、憲法25条、27条（勤労の権利）、28条（労働基本権）に立脚し、憲法を生かす取り組みが重要となっていると強調。憲法署名の到達は、04年以降で単産139万、地方405万、合計544万。500万署名を掲げて以降は単産67万、地方162万、合計230万。08年の大会以降は単産7万、地方55万筆に達していると報告。

方針提起では、5月を憲法闘争強化月間とし、憲法に立脚した雇用・失業、社会保障に関する取り組みの推進、500万署名等の集中した取り組みや自治体・労組への要請、グアム協定・ソマリアへの自衛隊派兵反対の取り組みなどを提起。宣伝物としては、ハガキつきのリーフレットを30万規模で作成など確認しました。
討議では、生協労連が4～5月を活憲月間として位置づけて、ピース登山・ピースツーリング、ピーススティックバルーンの作成と活用する宣伝・署名活動など計画。全国一般大阪が1組合員10筆の署名を達成したこと、経済危機が教育現場に大きな影響を与えていること、憲法25条から28条を位置づけた取り組みの重要性、核兵器廃絶署名とセットにしての推進、経済危機のもとで基幹労連が兵器生産を要求しており経済危機のもとでの憲法の位置づけの強調の必要性、年金引き上げと最低保障年金制を憲法25条の課題として位置づけている等の発言がありました。最後に柴田事務局長が、まとめとして憲法の社会権に立脚した運動の推進と5月「9の日」宣伝を大々的に展開することを呼びかけました。
北海道－3月20日共同した取り組み

「戦争をやめろ！」「アフガニスタン・イラク・パレスチナに平和を ！」とピースウォーク　 

03年の米軍によるイラク戦争開戦から6年となった3月20日、「イラクからの占領軍完全撤退」「ソマリア沖への自衛隊派兵反対」「パレスチナに平和を」「日米軍事協力をやめろ」などを掲げたピースウォークが札幌で行われました。（写真）
　ほっかいどうピースネット、北海道平和運動フォーラム、有事法制反対道民連絡会、イラク訴訟元原告有志・弁護団のよびかけで行われた行動には、ナショナルセンターの違いや党派を超えた400人が参加し、雪の舞うなか、札幌市中心街を一周するピースウォークが行われ、市民の注目をあつめました。
　ピースウォークには、たくさんのガイコツ（骸骨）人形も登場し、パレードに参加。罪のない多数のイラク市民を含む戦争の死者は15万人を超えたことを告発し、今年行われた日米英共同の世論調査でも、回答者の6割が「悪かった」としたアメリカのイラク戦争開始の反省に立ち、戦争のない世界にするために声をあつめようという訴えや、「アフガニスタンへの戦争協力をやめろ」「パレスチナに平和を」「軍事費を減らし、いのちと暮らしのためにつかえ」「自衛隊海外派兵恒久法をつくるな」などのシュプレヒコールがくり返されました。

あと１週間にせまった「3/29 集会」にも大きな注目が集まり、道労連の小室事務局長には、会場のあちこちで「3/29 集会はどうですか？」と声が・・・。ピースネットをはじめ市民団体みなさん、平和運動フォーラムのみなさん、共産党、社民党の関係者のみなさんからも声がかかり、社民党の山口たかさんからは直接「出席を予定していますので」と声がかかっていました。事務局にはすでに日本共産党から紙とも子参院議員、大門実紀史参院議員が参加予定と連絡があり、民主党北海道からのメッセージも届きました。「ハケン切り」「大量雇い止め」を許さない大きな声が広がるなかで、3/29集会に大きな注目が広がっています。（道労連FAXニュースより）
【転送転載歓迎、各地のニュースに活用してください】
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